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2023 年 4 月、オープン AI（OpenAI）の CEO であるサム・アルトマン（Sam Altman）は、重要な

岐路に差しかかっていた。オープン AI は言語モデル GPT-4 の圧倒的な成功により世界的な注目を

集め、大規模言語モデル（LLM）市場の発展を加速させた。アルトマンは自身のオフィスに座り、

この急速に変わりゆく環境の中でオープン AI が次に取るべき戦略について考えを巡らせた。 
 
起業家そして投資家として経験豊富なサム・アルトマンがオープン AI の CEO に就任したのは

2019 年 3 月のことだった。それ以前には、テクノロジー系スタートアップ企業を支援する Y コン

ビネーター（Y Combinator）の代表を務め、多くの著名な企業に投資していた。オープン AI はアル

トマンのリーダーシップの下で、画期的な言語モデルを次々と発表することに成功していた。 
 
アルトマンが対処を迫られた主要な課題の多くは、LLM 市場におけるオープン AI の将来のビジ

ネスモデルならびにビジネス戦略に関するものだった。アルトマンは LLM のバリューチェーン全

体、つまり半導体チップの製造からクラウドコンピューティングやモデルそのもの、アプリケー

ション、そしてエンドユーザーに至るまでを検討する必要があった。具体的には、以下の項目に

ついて検討した。
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1. 進化し続ける LLM 市場の動向と業界内の競争力学 
2. チップ製造とクラウドコンピューティングの経済性の変化がオープン AI の戦略に及ぼしう

る影響 
3. オープン AI が自社の LLM を基盤としたアプリケーション開発のエコシステムをつくりあげ

る上で果たす役割 
4. LLM 市場における倫理的配慮と将来的に起こりうる規制に関する課題の重要性 
5. 収益を生むビジネスモデルの追求と、汎用（はんよう）人工知能（AGI）が全ての人々の利

益になるようにするというオープン AI の使命との間のバランス 
6. 激しい競争の中で一流の研究者や専門家の頭脳流出を回避するために、いかに人材を獲得

し定着させるかという課題 
 

オープン AI の CEO として、サム・アルトマンはこれらの複雑な問題にうまく対処しなければな

らなかった。また、イノベーションを継続的に推進し、消費者や利害関係者に対して価値を創出

しながら競争力を維持できるような総合的な戦略も考え出す必要があった。アルトマンの決断は、

同社の未来と LLM 市場の発展に多大な影響を及ぼすことになると思われた。 
 

オープン AI の歴史1 

オープン AI は 2015 年 12 月に、先進的な思想を持った人々とテクノロジー分野のリーダーたち

によって創設された。イーロン・マスク（Elon Musk）、サム・アルトマン、イリヤ・サツケバー

（ Ilya Sutskever）、グレッグ・ブロックマン（Greg Brockman）、ジョン・シュルマン（ John 
Schulman）、ヴォイチェフ・ザレンバ（Wojciech Zaremba）といった面々だった。創業メンバーは

それぞれがユニークなスキルと経験を持ち寄った。イーロン・マスクとサム・アルトマンが全体

としての戦略的方針を定めて資金を提供し、グレッグ・ブロックマン、イリヤ・サツケバー、ジ

ョン・シュルマン、ヴォイチェフ・ザレンバは技術や研究の面に注力した。オープン AI は、何よ

りも人類への利益を優先する形でAGI2
の研究を進めたいという共通の願いに突き動かされていた。

オープン AI の使命は、AGI が実現した暁にそれが一部の選ばれた少数の人々に独占されることな

く、全ての人々が享受できる公共財として機能するように保証することだった。 
 
この大きな使命を達成するために、創業メンバーたちは以下のオープン AI 憲章

3
を策定した。こ

れは、組織の行動や意思決定の指針となる基本原則をまとめたものである。 
 
1. 利益の広範な分配：オープン AI は、自らの影響力を生かし、AGI が確実に全ての人々の利

益のために使用されるように努め、また人類に害を及ぼしたり、権力を不当に偏らせたり

するような人工知能（AI）の使用を避けることを約束します。 
2. 長期的な安全性：オープン AI は、AGI を安全なものにするために必要な研究を行い、AI コ

ミュニティー全体に安全性の研究が広くとり入れられるよう全力を尽くします。 

 
1 このセクションの情報は主に Wikipedia (https://en.wikipedia.org/wiki/OpenAI)と Taskade (https://www.taskade.com/blog/open
ai-chatgpt-history/)からのもの。（2023年 4月 10 日閲覧） 
2 AGI は一般に人間より高度な知能をそなえた人工知能を指す。 
3 https://openai.com/charter（2023年 4月 11 日閲覧） 
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3. 技術的リーダーシップ：AGI が社会に与える影響に適切に対処するために、オープン AI は

AI 能力の最先端に立つことを目標とします。 
4. 協力志向：オープン AI は、他の研究機関や政策機関と積極的に協力し、AGI が抱える課題

に共に取り組む国際的なコミュニティーの形成を目指します。 
 

創業メンバーは、このオープン AI 憲章を行動指針として、長期的な安全性の研究に取り組み、

AGI の実現を目指して協力し合う国際的なコミュニティーの積極的な推進に力を入れる最先端の研

究所としてオープン AI を設立した。設立以来、オープン AI は AI 研究コミュニティーに大きく貢献

してきた。画期的な研究論文を数多く発表するとともに、協働とイノベーションを育むオープン

ソースのツールやプラットフォームの提供をしてきた。 
 
しかし、オープン AI を一躍世界的に有名にしたのは、言語モデル GPT（Generative Pretrained 

Transformer）シリーズの発表に成功したことだった。GPT モデルは、自然言語の理解や生成に関し

て卓越した能力を見せ、さまざまな業界とアプリケーションに革命をもたらす可能性を示した。

このような実績はAIの能力の限界を押し広げるにとどまらず、LLMの開発と展開に関する倫理面、

経済面、及び規制面での重要な議論を巻き起こした。 
 
2019 年 3 月、画期的な研究と開発を続けるためのリソースを確保する必要があると判断したオ

ープン AI は、当初の非営利組織体制から「利益上限付き（capped-profit）」モデルと呼ばれる営利

組織体制に移行した。  
 

オープン AI LP（訳注：新たに設立した利益上限付き営利組織）の基本理念は、会社がミッシ

ョンを成し遂げれば投資家と従業員は上限付きのリターンを得られるというもので、これによ

り投資資金を調達し、スタートアップのような資産で従業員を惹きつけることができます。限

度額を超えるリターンは、元のオープン AI ノンプロフィット（訳注：従前の非営利組織）が保

持します。当社が成功すれば、オープン AI LP に投資する人や従業員に対して支払う義務のある

額よりも、桁違いに大きな価値が生み出されると期待しています
4 
。 

 
オープン AI はその後、マイクロソフトとの提携を発表した

5
。そこにはマイクロソフトからオー

プン AI への 10 億ドルの投資が含まれており、オープン AI がマイクロソフト・アジュール

（Microsoft Azure）上に専用に設計されたコンピューターを用いてアルゴリズムの学習を行う一方、

マイクロソフトはオープン AI 製品を商業化する際には優先パートナーになることになっていた。

この投資のおよそ半分はアジュールクラウドサービス利用分のクレジットという形で提供される

見込みだった
6
。非営利から営利型への移行により、オープン AI は外部からの資金調達、活動の拡

大、商業的な事業機会の追求ができるようになり、なおかつ AGI が全ての人々に恩恵をもたらすと

いう根本的な使命を保ち続けることができた。また移行の一環として、共同創業者であり著名な

 
4 https://openai.com/blog/openai-lp（2023 年 4 月 16 日閲覧） 
5 https://news.microsoft.com/2019/07/22/openai-forms-exclusive-computing-partnership-with-microsoft-to-build-new-azure-ai-
supercomputing-technologies/（2023 年 4 月 16 日閲覧） 
6 https://techcrunch.com/2023/01/23/microsoft-invests-billions-more-dollars-in-openai-extends-partnership （2023 年 4 月 16 日閲

覧） 
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